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誓
座
 

一
同
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

支
部
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
ど
 

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
昨
年
は
、
安
 

倍
政
権
の
暴
走
に
反
対
し
、
国
民
の
主
柘
者
と
 

し
て
の
運
動
が
広
が
っ
た
画
期
的
な
一
年
で
し
 

た
。
7
刀
の
参
議
院
選
挙
で
は
市
民
と
野
党
の
 

共
闘
が
初
め
て
実
現
し
、
原
発
や
T
P
P
な
ど
 

多
く
の
問
題
で
も
共
闘
が
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。
 

今
年
は
共
同
の
た
た
か
い
を
さ
ら
に
進
め
た
い
 

と
思
い
ま
す
。
 

編
集
部
さ
っ
そ
く
座
談
会
を
は
じ
め
ま
す
。
 

昨
年
は
、
暮
ら
し
や
平
和
、
民
主
主
義
に
関
わ
 

【
、
 

日
本
共
産
党
 

［
【
 

通
研
支
部
の
①
 

【
》
 

責
任
者
を
交
え
て
 

る
大
問
題
が
あ
い
つ
ぎ
ま
し
た
。
一
年
を
振
り
 

返
っ
て
い
か
が
で
す
か
。
 

政
治
を
動
か
レ
始
め
た
 

市
民
と
野
党
の
共
闘
の
力
 

M

や
は
り
7
月
の
参
議
院
選
挙
で
す
ね
。
野
 

党
共
闘
が
実
現
し
、
3
2
あ
る
小
選
挙
区
の
す
べ
 

て
で
統
一
候
補
を
立
て
、
H
の
選
挙
区
で
勝
利
 

し
た
。
共
闘
、
統
一
の
力
を
実
感
し
た
。
 

K
1
0
月
の
新
潟
知
事
選
挙
で
も
、
原
発
再
稼
 

働
を
認
め
な
い
統
一
候
補
が
圧
勝
し
た
。
 

s

共
闘
を
後
押
し
し
た
の
は
、
戦
争
法
反
対
 

で
頑
張
っ
た
市
民
の
力
だ
。
法
案
の
強
行
採
決
 

後
も
毎
月
1
9
日
に
は
国
会
前
や
全
国
各
地
で
行
 

動
が
つ
づ
け
ら
れ
、
参
加
す
る
た
び
に
勇
気
づ
 

け
ら
れ
た
。
 

Y

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
で
の
ト
ラ
ン
プ
氏
 

の
勝
利
は
予
想
外
で
し
た
。
安
倍
首
相
は
、
ト
 

ラ
ン
プ
氏
と
あ
わ
て
て
会
談
し
信
頼
で
き
る
相
 

手
と
持
ち
上
げ
ま
し
た
。
 

s

昨
年
末
の
日
露
首
脳
会
談
で
北
方
領
土
間
 

題
の
解
決
に
道
筋
を
つ
け
た
と
安
倍
首
相
は
自
 

賛
す
る
が
、
具
体
的
な
成
果
は
な
に
も
な
い
。
 

相
手
が
「
領
土
問
題
は
存
在
し
な
い
」
と
言
っ
 

て
い
る
の
に
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
論
理
が
な
い
。
 

T
年
末
に
発
生
し
た
沖
縄
で
の
オ
ス
プ
レ
イ
 

墜
落
で
の
米
軍
・
日
本
政
府
の
対
応
に
は
怒
り
 

心
頭
だ
。
原
因
究
明
は
す
べ
て
米
軍
ま
か
せ
、
 

事
故
原
因
も
不
明
な
の
に
政
府
は
飛
行
再
開
を
 

安
倍
首
相
の
真
珠
湾
訪
間
に
つ
い
て
 

反
省
な
き
外
交
で
は
、
真
の
和
解
と
 

友
好
を
築
く
こ
と
は
で
き
な
い
 

日
本
共
産
党
志
位
和
夫
委
員
長
が
談
話
 

(
2
0
1
6
年12
月29
日
・
曹
巳
 

一
、
安
倍
首
相
の
真
珠
湾
訪
 

間
で
何
よ
り
も
間
わ
れ
た
の
 

は
、
首
相
が
過
去
の
日
本
の
 

戦
争
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
 

の
か
ー
そ
の
歴
史
観
、
戦
争
 

観
だ
っ
た
。
し
か
し
、
首
相
 

が
の
べ
た
所
感
で
は
、
「
戦
 

争
の
惨
禍
は
、
二
度
と
、
繰
 

り
返
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
 

い
う
だ
け
で
、
過
去
の
戦
争
 

に
対
す
る
認
識
は
一
切
語
ら
 

れ
な
か
っ
た
。
 

75
年
前
の
真
珠
湾
攻
撃
 

は
、
中
国
侵
略
戦
争
の
行
き
 

詰
ま
り
を
、
戦
線
を
ア
ジ
ア
・
 

太
平
洋
全
域
に
広
げ
る
こ
と
 

に
よ
っ
て
打
開
し
よ
う
と
し
 

た
、
文
字
通
り
の
侵
略
戦
争
 

で
あ
る
。
日
本
の
首
相
が
真
 

珠
湾
を
訪
間
す
る
と
い
う
の
 

な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
国
民
に
 

対
し
て
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
 

ア
の
諸
国
民
、
そ
し
て
日
本
 

国
民
に
、
甚
大
な
惨
害
を
も
 

た
ら
し
た
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
 

戦
争
に
、
真
撃
に
向
き
合
い
、
 

こ
の
戦
争
を
ど
う
認
識
し
、
 

ど
う
反
省
し
て
い
る
か
を
、
 

語
る
べ
き
だ
っ
た
。
 

一
、
安
倍
首
相
は
、
日
米
 

軍
事
同
盟
を
「
希
望
の
同
 

容
認
し
た
。
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
で
植
民
地
な
 

み
だ
。
 

K
地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
、
パ
リ
協
定
の
批
 

准
も
軽
視
、
批
准
が
間
に
合
わ
ず
世
界
に
恥
を
 

さ
ら
し
た
。
何
よ
り
も
昨
年
末
、
核
兵
器
禁
止
 

条
約
の
制
定
に
向
け
て
交
渉
を
開
始
す
る
、
と
 

い
う
国
連
総
会
の
決
議
が
1
1
3
カ
国
の
賛
成
 

多
数
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
に
唯
一
の
被
爆
国
 

の
日
本
政
府
が
反
対
し
た
0

絶
対
許
せ
な
い
。
 

戦
後
処
理
の
不
公
正
を
た
だ
し
 

全
千
島
返
還
を
堂
々
と
求
め
て
こ
そ
 

開
か
れ
る
領
土
問
題
の
解
決
 

支
部
ト
ラ
ン
プ
氏
の
勝
利
と
い
う
よ
り
、
ク
 

リ
ン
ト
ン
氏
の
敗
北
で
す
ね
。
彼
女
は
ア
メ
リ
 

カ
社
会
の
深
刻
な
行
き
詰
ま
り
に
責
任
の
あ
る
 

政
治
家
の
一
人
で
す
か
ら
。
ア
メ
リ
カ
は
グ
ロ
 

盟
」
と
し
て
全
面
的
に
美
化
 

し
た
。
し
か
し
、
ア
フ
ガ
ニ
 

ス
タ
ン
戦
争
、
イ
ラ
ク
戦
争
 

の
よ
う
な
米
国
の
侵
略
と
覇
 

権
の
戦
争
に
、
自
衛
隊
が
安
 

保
法
制
u
戦
争
法
に
よ
っ
て
 

参
戦
し
、
「
殺
し
殺
さ
れ
る
」
 

道
を
進
む
こ
と
の
ど
こ
に
 

「
希
望
」
が
あ
る
の
か
。
沖
 

縄
で
の
米
軍
基
地
問
題
が
象
 

徴
し
て
い
る
よ
う
な
対
等
な
 

主
権
国
家
間
の
関
係
と
は
い
 

え
な
い
異
常
な
従
属
体
制
を
 

放
置
し
た
ま
ま
「
希
望
」
が
 

語
れ
る
か
。
 

異
常
な
従
属
を
特
徴
と
 

す
る
日
米
関
係
の
現
状
を
 

変
革
し
、
対
m
4

・
平
等
・
 

友
好
の
関
係
を
築
く
こ
と
 

に
こ
そ
、
2
1
世
紀
の
あ
る
 

べ
き
日
米
関
係
の
未
来
像
 

が
あ
る
。
 

一
、
日
本
共
産
党
は
、
日
 

本
外
交
を
、
過
去
の
歴
 

史
に
誠
実
に
向
き
合
う
外
 

交
、
憲
法
の
平
和
主
義
を
 

つ
ら
ぬ
く
外
交
、
自
主
独
 

立
の
外
交
に
切
り
替
え
る
 

た
め
に
力
を
つ
く
す
決
意
 

で
あ
る
。
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ー
バ
ル
資
本
主
義
、
新
自
由
主
義
の
経
済
政
策
 

の
も
と
で
格
差
と
貧
困
が
拡
大
し
、
国
内
産
業
 

の
空
洞
化
、
中
間
層
の
没
落
が
す
す
み
深
刻
な
 

矛
盾
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
 

日
露
首
脳
会
談
で
す
が
、
領
土
問
題
の
解
決
 

に
は
、
『
領
土
不
拡
大
』
と
い
う
第
二
次
世
界
 

大
戦
の
戦
後
処
理
の
大
原
則
を
踏
み
に
じ
り
、
 

ソ
連
が
千
島
列
島
を
占
有
し
た
不
公
正
の
是
正
 

を
求
め
る
ー
こ
の
姿
勢
が
大
事
で
す
。
日
本
政
 

府
は
こ
の
こ
と
を
主
張
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
 

ん
。
交
渉
態
度
を
あ
ら
た
め
、
全
千
島
の
返
還
 

を
堂
々
と
求
め
る
。
そ
の
過
程
の
な
か
で
初
め
 

て
国
後
、
択
捉
を
取
り
戻
す
道
も
開
け
ま
す
。
 

日
本
共
産
党
は
か
つ
て
ソ
連
共
産
党
に
、
戦
後
 

処
理
の
不
公
正
の
是
正
を
提
起
し
、
南
千
島
の
 

返
還
の
検
討
を
約
東
を
さ
せ
ま
し
た
。
経
済
協
 

力
を
領
土
問
題
解
決
に
つ
な
げ
る
と
い
う
日
本
 

政
府
の
や
り
方
は
、
何
度
も
繰
り
返
し
た
破
た
 

ん
し
た
手
法
で
す
。
領
土
交
渉
は
、
国
際
的
に
 

通
川
す
る
、
し
っ
か
り
し
た
論
建
て
が
な
け
れ
 

ば
前
に
進
み
ま
せ
ん
。
 

編
集
部
昨
年
末
の
国
会
で
政
府
は
、
世
論
調
 

査
で
反
対
が
多
数
の
T
P
P
、
年
金
カ
ッ
ト
法
、
 

カ
ジ
ノ
法
を
強
引
に
通
し
ま
し
た
。
 

亡
国
の
T
P
P
、
平
等
・
互
恵
の
 

投
資
・
貿
易
ル
ー
ル
こ
そ
必
要
 

Y
T
P
P

の
国
会
決
議
で
聖
域
と
定
め
た
 

米
、
小
麦
、
牛
ー
、
乳
製
品
な
ど
、
重
要
五
項
 

目
で
無
傷
は
ゼ
ロ
。
日
本
の
農
業
、
畜
産
は
大
 

打
撃
を
う
け
る
。
先
進
国
で
最
低
レ
ベ
ル
の
食
 

料
自
給
率
3
9
％
が
さ
ら
に
下
が
る
。
こ
れ
は
農
 

家
の
問
題
と
同
時
に
、
食
料
主
権
の
問
題
だ
。
 

国
会
決
議
は
「
十
分
な
情
報
公
開
」
を
定
め
て
 

い
る
が
、
黒
塗
り
の
資
料
提
出
、
ウ
ソ
の
試
算
 

な
ど
で
踏
み
に
じ
り
、
8
割
が
反
対
・
慎
重
審
 

議
の
世
論
を
無
視
し
た
。
 

M

日
本
だ
け
7
年
後
に
さ
ら
な
る
緩
和
へ
の
 

協
議
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
も
異
常
だ
。
 

s
T
P
P
は
国
際
的
な
基
準
の
順
守
を
う
た
 

っ
て
い
る
。
日
本
独
自
の
厳
し
い
安
全
基
準
を
 

国
際
基
準
並
み
に
緩
和
す
る
よ
う
ア
メ
リ
カ
は
 

圧
力
を
か
け
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
残
留
農
薬
、
 

防
カ
ビ
剤
、
食
品
添
加
物
、
畜
産
酪
農
で
使
用
 

さ
れ
る
成
長
ホ
ル
モ
ン
・
抗
生
剤
、
そ
し
て
遺
 

伝
子
組
み
換
え
作
物
が
問
題
に
な
る
。
成
長
ホ
 

ル
モ
ン
や
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
は
発
が
ん
性
 

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
食
の
安
全
が
守
れ
な
く
 

な
る
。
 

T
I
s
D
s

（
投
資
家
対
国
家
紛
争
解
決
）
 

条
項
も
大
問
題
だ
。
多
国
籍
企
業
が
投
資
先
国
 

の
政
策
・
制
度
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
っ
た
と
 

考
え
た
場
合
、
そ
の
政
府
を
相
手
取
っ
て
国
際
 

仲
裁
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
米
韓
 

F
T
A

（
自
由
貿
易
協
定
）
で
は
、
I
s
D
S
 

の
提
訴
で
、
地
元
食
材
を
優
先
的
に
使
う
よ
う
 

に
し
た
ソ
ウ
ル
市
の
学
校
給
食
条
例
が
廃
止
に
 

追
い
込
ま
れ
た
と
い
う
。
国
内
の
条
例
よ
り
も
 

外
国
企
業
の
儲
け
が
優
先
さ
れ
る
の
は
、
お
か
 

し
い
。
 

支
部
え
え
、
そ
れ
は
T
P
P

の
本
質
が
、
巨
 

大
多
国
籍
企
業
の
利
潤
追
求
の
た
め
に
関
税
を
 

撤
廃
し
、
食
の
安
全
、
医
療
、
雇
用
、
保
険
・
 

共
済
、
国
・
自
治
体
の
調
達
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
 

分
野
の
「
非
関
税
障
壁
」
を
撤
廃
す
る
こ
と
に
 

あ
る
か
ら
で
す
。
T
P
P
は
国
内
の
産
業
、
一
雇
 

用
、
暮
ら
し
を
犠
牲
に
す
る
ま
さ
に
亡
国
の
協
 

定
で
す
。
こ
れ
を
異
常
な
秘
密
主
義
で
真
相
を
 

隠
し
た
ま
ま
国
会
批
准
を
強
行
し
た
の
は
許
せ
 

ま
せ
ん
。
T
P
P
で
譲
歩
し
た
線
が
日
本
の
国
 

際
公
約
、
対
米
公
約
と
扱
わ
れ
ま
す
。
日
米
一
一
 

国
間
交
渉
が
浮
上
し
た
ら
、
米
国
は
い
っ
そ
う
 

要
求
を
押
し
付
け
て
く
る
危
険
が
あ
り
、
日
米
 

二
国
間
協
定
を
阻
止
す
る
闘
い
が
必
要
で
す
。
 

日
本
共
産
党
は
、
各
国
の
経
済
主
権
、
食
料
 

主
権
を
尊
重
し
た
、
平
等
・
互
恵
の
投
資
と
貿
 

易
の
ル
ー
ル
を
作
る
こ
と
を
強
く
求
め
て
い
ま
 

す
。
そ
し
て
、
農
産
物
の
価
格
保
障
と
所
得
保
 

障
を
組
み
合
わ
せ
て
、
安
心
し
て
再
生
産
で
き
 

る
農
業
を
つ
く
り
、
食
料
自
給
率
を
ま
ず
5
0
%
 

に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
す
え
る
こ
と
を
 

求
め
て
い
ま
す
。
 

力
ジ
ノ
解
禁
、
年
金
力
ッ
ト
 

悪
政
強
行
の
安
倍
政
権
 

国
民
が
政
治
動
か
す
新
し
い
時
代
 

M

カ
ジ
ノ
法
案
も
ひ
ど
い
。
成
長
戦
略
に
カ
 

ジ
ノ
を
盛
り
込
ん
で
、
安
倍
首
相
の
肝
い
り
 

で
推
進
し
て
い
る
。
本
来
、
賭
博
は
刑
法
第
 

1
8
5
条
で
「
賭
博
を
し
た
者
は
、
5
0
万
円
以
 

下
の
罰
金
又
は
科
料
に
処
す
る
」
と
決
め
ら
れ
 

た
反
社
会
的
行
為
だ
。
 

T

厚
生
労
働
省
研
究
班
が
、
成
人
人
口
の
 

4
・8
％
、
実
に
5
3
6
万
人
が
ギ
ャ
ン
ブ
ル
 

依
存
症
と
推
計
し
て
い
る
。
日
本
は
世
界
最
悪
 

の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
大
国
な
の
に
、
さ
ら
に
 

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
人
の
不
幸
を
踏
み
台
 

に
す
る
成
長
戦
略
な
ん
て
、
最
悪
の
法
律
だ
。
 

替
 

支
部
賭
博
は
何
も
生
産
せ
ず
、
産
業
の
成
長
 

に
も
な
ら
ず
、
胴
元
が
儲
か
る
だ
け
で
す
。
参
 

院
で
は
わ
ず
か
5
時
間
半
の
委
員
会
審
議
で
、
 

12
月15
日
未
明
に
本
会
議
で
自
民
、
維
新
、
公
 

明
の
一
部
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。
1
年
以
内
 

に
実
施
法
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
 

で
、
そ
れ
を
成
立
さ
せ
な
い
世
論
と
運
動
が
大
 

事
で
す
。
 

Y

年
金
カ
ッ
ト
法
案
は
、
物
価
が
上
が
っ
て
 

も
賃
金
水
準
が
下
が
れ
ば
年
金
額
を
減
ら
す
と
 

い
う
仕
組
み
を
初
め
て
導
入
す
る
も
の
。
物
価
 

が
上
が
れ
ば
年
金
額
は
減
ら
さ
な
い
と
い
う
現
 

在
の
ル
ー
ル
の
大
転
換
に
な
る
。
2
0
1
9
年
 

10
月
に
消
費
税
が
8
％
か
ら
1
0
％
に
増
税
さ
れ
 

て
物
価
が
高
騰
し
て
も
年
金
が
削
減
さ
れ
て
し
 

ま
う
。
 

K

現
在
の
若
者
世
代
の
非
正
規
・
低
賃
金
の
 

雇
用
実
態
の
ま
ま
で
は
将
来
の
年
金
受
給
が
ま
 

と
も
に
保
障
さ
れ
な
い
。
 

s

年
金
カ
ッ
ト
法
の
審
議
で
は
、
安
倍
首
相
 

は
「
私
が
述
べ
た
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
な
 

ら
、
こ
ん
な
議
論
、
何
時
間
や
っ
て
も
同
じ
だ
」
 

と
言
い
放
っ
た
。
国
会
審
議
の
冒
と
く
、
本
当
 

に
ひ
ど
い
。
 

M

そ
れ
に
、
T
P
P
も
年
金
カ
ッ
ト
法
も
カ
 

ジ
ノ
法
も
自
公
と
維
新
が
組
ん
で
、
強
行
採
決
 

や
会
期
延
長
を
や
っ
た
。
維
新
は
今
や
自
民
党
 

の
別
働
隊
に
な
っ
て
い
る
。
 

T

そ
れ
に
し
て
も
安
倍
政
権
の
や
る
こ
と
は
 

む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ
。
戦
争
法
へ
の
国
民
の
反
対
 

が
多
い
の
で
丁
寧
に
説
明
す
る
、
と
い
い
な
が
 

ら
南
ス
ー
ダ
ン
へ
の
適
用
を
強
行
し
た
。
人
の
 

命
を
な
ん
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
。
 

Y

昨
年
末
に
、
返
済
不
要
の
「
給
付
型
奨
学
 

金
」
の
導
入
が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
は
全
国
院
生
 

協
議
会
な
ど
が
運
動
し
て
き
た
成
果
だ
。
し
か
 

し
、
対
象
者
を
厳
し
く
限
定
す
る
な
ど
、
あ
ま
 

り
に
も
規
模
が
小
さ
す
ぎ
る
。
 

支
部
え
え
、
み
な
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
 

り
で
す
ね
。
安
倍
政
権
に
よ
る
、
戦
争
法
強
行
 

や
辺
野
古
新
基
地
建
設
、
貧
困
と
格
差
の
拡
大
、
 

原
発
再
稼
働
、
最
近
の
T
P
P
、
カ
ジ
ノ
法
な
 

ど
、
民
意
無
視
の
強
権
政
治
は
、
国
民
と
の
矛
 

盾
を
広
げ
て
い
ま
す
。
一
方
、
こ
の
よ
う
な
政
 

治
に
対
抗
す
る
戦
後
か
つ
て
な
い
新
し
い
市
民
 

運
動
が
発
展
し
て
い
ま
す
。
国
民
一
人
一
人
が
 



(3) 2017年1月10日（火） インピーダンス No.2367 

主
権
者
と
し
て
自
覚
的
、
自
発
的
に
声
を
あ
げ
、
 

空
前
の
規
模
で
立
ち
上
が
り
、
野
党
共
闘
へ
と
 

政
治
の
流
れ
を
変
え
、
国
民
が
政
治
を
動
か
す
 

新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
て
い
ま
す
。
 

日
本
共
産
党
は
、
安
倍
政
権
を
打
倒
し
、
立
 

憲
主
義
、
民
主
主
義
、
平
和
主
義
を
貫
く
新
し
 

い
政
治
、
す
べ
て
の
国
民
の
「
個
人
の
尊
厳
」
 

を
擁
護
す
る
新
し
い
日
本
合
迫
を
開
く
た
め
に
 

み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
い
く
決
意
で
す
。
 

軍
事
研
究
へ
の
研
究
者
の
動
員
 

広
が
る
軍
事
研
究
ノ
ー
の
声
 

編
集
部
戦
争
法
が
強
行
さ
れ
る
中
で
研
究
 

者
、
技
術
者
を
軍
事
研
究
に
動
員
す
る
動
き
が
 

急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。
 

T
防
衛
省
の
競
争
的
資
金
「
安
全
保
障
技
術
 

研
究
推
進
制
度
」
は
二
年
前
に
3
億
円
で
ス
タ
 

ー
ト
、
昨
年
は
6
億
円
に
倍
増
し
た
。
 

M
今
年
度
予
算
案
で
は
さ
ら
に
1
1
0
億
円
 

に
拡
大
だ
。
一
件
あ
た
り
数
十
億
円
規
模
の
補
 

助
金
を
出
す
と
い
う
。
 

Y
大
学
の
研
究
予
算
を
毎
年
減
ら
し
て
お
い
 

て
、
研
究
者
を
防
衛
省
の
資
金
で
軍
事
研
究
に
 

誘
導
す
る
の
は
卑
劣
な
や
り
方
だ
。
 

s

反
対
運
動
も
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
。
昨
 

年
9
月30
日
に
は
、
そ
れ
ま
で
独
自
に
続
け
て
 

き
た
運
動
が
合
流
し
た
。
日
本
科
学
者
会
議
や
 

軍
学
共
同
反
対
ア
ピ
ー
ル
署
名
の
会
、
大
学
や
 

研
究
機
関
の
労
働
組
合
、
武
器
輪
出
反
対
ネ
ッ
 

ト
ワ
ー
ク
、
軍
学
共
同
反
対
市
民
の
会
な
ど
1
7
 

団
体
1
2
2
人
の
個
人
の
参
加
で
軍
学
共
同
反
 

対
連
絡
会
が
結
成
さ
れ
た
。
 

T

署
名
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
大
学
・
研
究
機
 

関
へ
の
申
し
入
れ
、
市
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
な
ど
 

多
彩
な
運
動
で
訴
え
て
い
る
。
 

s
防
衛
省
の
資
金
へ
の
応
募
件
数
は
一
昨
年
 

は
1
0
9
件
だ
っ
た
が
、
昨
年
は
4
0
件
に
激
減
 

し
た
。
軍
事
研
究
反
対
の
研
究
者
の
議
論
と
世
 

論
が
広
が
っ
た
た
め
だ
。
 

軍
事
の
た
め
の
研
究
は
し
な
い
 

戦
後
の
原
点
の
再
確
認
を
 

K

「
軍
事
目
的
の
科
学
研
究
を
行
わ
な
い
」
、
 

こ
れ
が
戦
後
確
立
さ
れ
た
研
究
規
範
で
す
ね
。
 

日
本
学
術
会
議
は
1
9
4
9
年
の
創
立
総
会
 

で
「
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
わ
が
国
の
科
学
 

者
が
と
り
き
た
っ
た
態
度
に
つ
い
て
強
く
反
省
 

し
、
今
後
は
、
科
学
が
文
化
国
家
な
い
し
は
平
 

和
国
家
の
基
礎
で
あ
る
と
の
確
信
の
下
に
、
わ
 

が
国
の
平
和
的
復
興
と
人
類
の
福
祉
増
進
の
た
 

め
に
貢
献
せ
ん
こ
と
を
誓
う
」
と
決
意
を
表
明
 

し
、
そ
れ
は
1
9
5
0
年
の
第
6
回
総
会
の
「
戦
 

争
を
目
的
と
す
る
科
学
の
研
究
に
は
絶
対
従
わ
 

な
い
決
意
の
表
明
」
、
1
9
6
7
年
の
第
4
9
 

回
総
会
「
軍
事
目
的
の
た
め
の
科
学
研
究
を
行
 

わ
な
い
声
明
」
で
繰
り
返
し
確
認
さ
れ
て
き
た
。
 

M
戦
後
の
反
省
点
を
再
確
認
す
る
大
学
も
増
 

え
た
。
京
都
大
学
が
昨
年
4
月
に
「
軍
か
ら
の
 

研
究
費
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
は
、
そ
の
成
果
 

が
戦
争
に
利
用
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
の
で
、
好
 

ま
し
く
な
い
」
と
再
確
認
し
て
い
る
。
 

s
関
西
大
学
で
は
、
研
究
倫
理
規
準
で
「
人
 

間
の
尊
厳
、
基
本
的
人
権
や
人
類
の
平
和
・
福
 

祉
に
反
す
る
研
究
活
動
に
従
事
し
な
い
」
と
定
 

め
て
い
る
。
こ
の
規
定
を
も
と
に
議
論
し
、
昨
 

年12
月
7
日
に
「
研
究
推
進
制
度
へ
の
申
請
は
 

認
め
な
い
」
「
国
内
外
の
軍
事
防
衛
を
所
管
す
 

る
公
的
機
関
か
ら
の
研
究
費
等
の
資
金
は
受
け
 

入
れ
な
い
」
と
の
方
針
を
明
確
に
し
ま
し
た
。
 

T

日
本
学
術
会
議
の
大
西
会
長
が
「
自
衛
の
 

た
め
の
研
究
は
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
軍
事
 

研
究
容
認
を
提
起
し
、
昨
年
5
月
か
ら
「
安
全
 

保
障
と
学
術
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
で
議
論
 

さ
れ
て
い
る
。
委
員
会
で
は
初
心
を
再
確
認
す
 

べ
き
と
の
意
見
が
広
が
っ
て
い
る
。
 

Y

昨
年
8
月
に
策
定
さ
れ
た
防
衛
省
の
「
防
 

衛
技
術
戦
略
」
、
防
衛
装
備
庁
の
「
中
期
技
術
 

見
積
も
り
」
と
「
研
究
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
 

無
人
兵
器
の
研
究
・
開
発
が
強
調
さ
れ
、
国
内
 

外
の
研
究
開
発
機
関
を
活
用
す
る
こ
と
を
う
た
 

っ
て
い
る
。
サ
イ
バ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
I
O
T
、 

人
工
知
能
な
ど
N
T
T
の
技
術
分
野
も
対
象
に
 

な
る
。
職
場
の
議
論
を
大
い
に
強
め
た
い
。
 

M

安
全
保
障
技
術
研
究
推
進
制
度
は
廃
止
す
 

べ
き
だ
。
軍
学
共
同
反
対
連
絡
会
は
そ
の
要
求
 

を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
て
い
る
。
 

軍
拡
予
算
、
武
器
輸
出
、
軍
学
共
同
 

「
戦
争
す
る
国
」
へ
の
体
制
づ
く
り
 

支
部
み
な
さ
ん
の
お
話
は
大
事
で
す
ね
。
安
 

倍
内
閣
は
2
0
1
3
年
に
「
国
家
安
全
保
障
戦
 

略
」
を
策
定
し
、
「
戦
争
す
る
国
」
の
体
制
づ
 

く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
 

そ
の
第
一
は
軍
事
費
の
拡
大
で
、
昨
年
末
 

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
2
0
1
7
年
度
予
算
案
で
 

は
、
5
年
連
続
の
増
額
で
5
兆
1
2
5
1
億
円
 

と
過
去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。
オ
ス
プ
レ
イ
4
 

機
3
9
1
億
円
を
は
じ
め
、
無
人
偵
察
機
グ
ロ
 

ー
バ
ル
ホ
ー
ク
1
機
1
6
8
億
円
、
F
3
5
戦
闘
 

機
6
機
8
8
0
億
円
な
ど
米
国
製
の
高
額
兵
器
 

の
購
入
で
後
年
度
負
担
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
 

第
二
は
2
0
1
4
年
4
月
に
武
器
輸
出
三
原
 

則
を
撤
廃
し
、
「
防
衛
生
産
・
技
術
基
盤
戦
略
」
 

を
策
定
。
防
衛
装
備
庁
を
設
置
し
武
器
輸
出
を
 

推
進
し
て
い
ま
す
。
第
三
は
大
学
・
研
究
機
関
 

と
の
研
究
協
力
を
本
格
化
さ
せ
る
軍
学
共
同
の
 

推
進
で
す
。
 

で
す
か
ら
「
九
条
守
れ
」
「
安
保
法
制
n
戦
 

争
法
廃
止
」
と
と
も
に
、
「
戦
争
す
る
国
」
を
 

支
え
る
体
制
づ
く
り
を
許
さ
な
い
た
め
、
広
範
 

な
国
民
と
連
帯
し
た
た
た
か
い
が
大
事
に
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

研
究
者
の
社
会
的
責
任
の
発
揮
を
 

ー
T
技
術
が
そ
の
本
来
の
 

役
割
を
果
た
せ
る
社
会
へ
 

s

同
感
で
す
。
昨
年
9
月
に
京
都
で
行
わ
れ
 

た
日
本
科
学
者
会
議
の
第
2
1
回
総
合
学
術
研
究
 

集
会
に
参
加
し
た
が
、
軍
学
共
同
反
対
や
憲
法
 

を
守
る
運
動
な
ど
が
科
学
者
の
社
会
的
な
責
任
 

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
 

T
私
も
参
加
し
、
軍
学
共
同
反
対
や
原
発
再
 

稼
働
・
廃
炉
・
補
償
問
題
の
議
論
に
参
加
し
た
。
 

研
究
者
が
市
民
の
要
求
と
運
動
を
支
え
る
た
め
 

に
頑
張
っ
て
い
る
報
告
を
聞
き
励
ま
さ
れ
ま
し
 

た。 M

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
問
題
の
分
科
会
で
 

は
、
各
地
の
住
民
の
反
対
運
動
の
交
流
な
ど
、
 

研
究
者
と
国
民
と
の
共
同
が
広
が
っ
て
い
る
。
 

Y
I
T
技
術
を
め
ぐ
っ
て
も
サ
イ
バ
ー
セ
キ
 

ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
が
初
め
て
議
論
さ
れ
た
。
サ
 

イ
バ
ー
戦
争
へ
の
対
応
を
理
由
に
日
米
軍
事
同
 

盟
が
強
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
 

現
状
へ
警
鐘
を
鳴
ら
す
と
と
も
に
国
民
が
望
む
 

I
T
社
会
を
ど
う
作
っ
て
い
く
か
、
そ
の
中
で
 

研
究
者
の
果
た
す
べ
き
社
会
的
役
割
は
何
か
、
 

深
く
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。
 

支
部
そ
う
で
す
ね
。
高
度
技
術
社
会
の
中
で
 

研
究
者
が
そ
の
社
会
的
役
割
を
発
揮
す
る
こ
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と
が
い
っ
そ
う
大
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
 

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
I
T
技
術
の
利
用
を
め
ぐ
っ
て
 

も
、
サ
イ
バ
ー
戦
争
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
盗
聴
、
 

ネ
ッ
ト
犯
罪
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
や
依
存
拍
の
周
 

題
な
ど
、
国
民
と
各
分
野
の
研
究
者
の
総
合
的
 

な
議
論
と
運
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
I
T
 

技
術
が
そ
の
本
来
の
役
割
を
発
揮
す
る
に
は
、
 

平
和
や
福
祉
、
民
主
主
義
は
じ
め
個
人
の
尊
厳
 

が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
、
憲
法
が
活
か
さ
れ
る
 

政
治
・
社
会
の
実
現
と
切
り
離
せ
ま
せ
ん
。
こ
 

う
し
た
議
論
が
大
事
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
 

ア
ベ
ノ
III
ク
ス
で
暮
ら
し
は
 

や
れ
ば
や
る
ほ
ど
厳
し
く
な
る
 

編
集
部
暮
ら
し
の
問
題
で
は
い
か
が
で
す
 

か。 K

安
倍
首
相
は
、
財
界
に
賃
金
の
ベ
ー
ス
ア
 

ッ
プ
を
3
年
連
続
要
請
し
、
成
果
を
あ
げ
た
と
 

誇
っ
て
い
る
が
、
賃
上
げ
は
微
々
た
る
も
の
。
 

T

大
企
業
は
3
年
連
続
で
史
上
最
高
益
を
更
 

新
し
た
。
安
倍
首
相
は
「
世
界
で
一
番
企
業
が
 

活
躍
し
や
す
い
国
」
を
め
ざ
す
と
1
7
言
し
、
大
 

企
業
優
遇
で
、
生
活
は
二
の
次
だ
。
 

s

連
合
は
今
年
の
春
闘
は
「
2
％
程
度
を
基
 

準
」
と
の
方
針
だ
が
、
生
活
実
態
か
ら
は
低
す
 

ぎ
る
。
も
っ
と
要
求
を
弘
き
上
げ
る
べ
き
だ
。
 

働
い
て
も
生
活
保
護
水
準
以
下
の
収
入
し
か
な
 

い
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
世
帯
は
、
就
業
者
世
帯
の
 

9
・7
％
と
急
増
し
て
い
る
。
 

Y

最
低
賃
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
も
待
っ
た
 

な
し
だ
。
N
T
T
の
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
時
 

給
も
最
低
賃
金
す
れ
す
れ
で
、
2
年
前
、
全
国
 

の
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
る
と
逆
転
す
る
と
し
 

て
時
給
を
引
き
上
げ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
 

M

昨
年
6
月
の
ベ
ル
メ
ゾ
ン
生
活
ス
タ
イ
ル
 

研
究
所
の
「
女
性
の
生
活
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
 

年
末
年
始
休
み
。
「
2
8
日
 

夜
、
茨
城
で
地
震
。
帰
省
の
 

途
中
だ
っ
た
の
で
驚
い
た
」
 

「
震
度
6
弱
だ
っ
た
が
、
大
 

き
な
被
害
が
な
く
て
よ
か
っ
 

た
」
「
家
族
で
初
詣
、
後
は
 

の
ん
び
り
過
ご
し
た
」
 

×
 

×
 

箱
根
駅
伝
。
「
青
学
大
が
 

往
路
、
復
路
を
制
し
て
完
全
 

優
勝
」
「
箱
根
3
連
覇
＆
年
 

度
3
冠
（
出
雲
、
全
日
本
）
 

の
同
時
達
成
は
初
め
て
だ
」
 

「
最
終
の
1
0
区
で
選
手
と
ワ
 

ゴ
ン
車
が
あ
わ
や
衝
突
寸
前
 

調
査
」
 
で
は
、
ア
ベ
ノ
II
、
ク
ス
で
生
活
し
や
す
 

く
な
っ
て
い
る
と
思
う
人
は
わ
ず
か
3
・6
％。 

一
方
で
、
所
得
格
差
が
も
っ
と
大
き
く
な
る
と
 

思
う
人
は
8
4

・6
％
、
と
格
差
社
会
へ
の
危
慎
 

が
大
き
い
。
毎
日
新
聞
に
よ
る
4
月
の
世
論
調
 

査
で
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
「
評
価
し
な
い
」
 

は54

・
4

％
で
、
「
評
価
す
る
」
の
3
3
％
を
上
 

回
っ
た
。
 

支
部
そ
う
で
す
ね
。
ア
ベ
ノ
III
ク
ス
が
始
ま
 

っ
て
4
年
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
行
き
詰
ま
り
 

と
破
た
ん
は
明
瞭
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
銀
の
 

「
異
次
元
金
融
緩
和
」
や
3
年
問
で
4
兆
円
も
 

の
企
業
減
税
に
よ
っ
て
、
大
企
業
は
史
上
最
高
 

益
で
、
大
株
主
な
ど
富
裕
層
も
巨
額
の
富
を
得
 

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
労
働
者
の
実
質
賃
金
は
 

3
年
の
う
ち
に
、
年
額
で
1
7
万
5
千
円
も
減
り
、
 

家
計
消
費
は
実
質
1
3
カ
月
連
続
で
対
前
年
比
マ
 

イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
大
企
 

業
の
も
う
け
や
内
部
留
保
を
活
用
し
た
大
幅
賃
 

上
げ
が
不
可
欠
で
す
。
3
1
3
兆
円
の
内
部
留
 

保
の
ご
く
一
部
を
活
用
す
る
だ
け
で
も
、
労
働
 

者
の
賃
上
げ
や
中
小
企
業
の
下
請
け
単
価
の
引
 

き
上
げ
は
可
能
で
す
。
労
働
総
研
の
試
算
で
は
、
 

内
部
留
保
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
ず
積
み
増
し
分
 

だ
っ
た
。
車
両
の
規
制
I
I
、ス 

の
よ
う
だ
」
 

×
 

×
 

6
日
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
空
 

中
給
油
訓
練
の
再
開
。
「
事
 

故
原
因
も
特
定
し
な
い
ま
ま
 

の
再
開
は
許
せ
な
い
」
「
翁
 

長
知
事
は
米
軍
最
優
先
の
政
 

府
の
姿
勢
に
憤
っ
て
い
た
」
 

「
オ
ス
プ
レ
イ
の
沖
縄
配
備
 

そ
の
も
の
を
や
め
る
べ
き
 

だ」 

×
 

×
 

柏
崎
再
稼
動
認
め
な
い
。
 

「
米
山
知
事
は
東
電
と
の
会
 

談
で
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
 

守
る
こ
と
が
最
優
先
と
強
調
 

し
て
い
た
」
「
福
島
原
発
事
 

故
の
原
因
、
健
康
や
生
活
へ
 

の
影
響
、
安
全
な
避
難
方
法
 

の
三
つ
は
徹
底
検
証
し
て
も
 

ら
い
た
い
」
 

を
使
う
だ
け
で
、
月
5
・9
万
円
の
賃
上
げ
が
 

で
き
る
と
い
い
ま
す
。
そ
の
気
が
あ
れ
ば
大
幅
 

賃
上
げ
は
可
能
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

な
ぜ
ア
ベ
ノ
II
（
ク
ス
は
破
綻
し
た
の
か
 

興
味
深
い
経
済
学
者
の
分
析
 

編
集
部
安
倍
首
相
は
昨
年
9
月26
日
、
国
会
 

で
の
所
信
表
明
演
説
で
「
ア
ベ
ノ
I
I
、
ク
ス
を
一
 

層
加
速
し
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
出
速
度
を
最
大
 

限
ま
で
引
き
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
」
と
ア
ベ
 

ノ
I
I
、
ク
ス
の
加
速
に
こ
だ
わ
っ
て
ま
す
。
 

M

そ
も
そ
も
ア
ベ
ノ
I
I
、
ク
ス
で
日
本
経
済
は
 

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
先
月
大
変
興
味
深
い
 

講
演
を
聴
い
た
。
日
本
科
学
者
会
議
東
京
支
部
 

主
催
の
連
続
市
犀
金
隅
座
「
ア
ベ
ノ
I
I
、
ク
ス
を
斬
 

る
」
で
す
。
3
人
の
経
済
学
者
の
報
告
が
判
り
 

や
す
く
、
重
要
な
問
題
提
起
も
含
ま
れ
て
い
ま
 

し
た
。
 

編
集
部
少
し
1
1
体
的
に
紹
介
し
て
も
ら
え
ま
 

す
か
。
 

M

え
え
、
東
京
工
科
大
学
の
工
藤
昌
宏
教
授
 

は
、
2
0
1
3
年
に
始
動
し
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
 

×
 

×
 

「
暖
か
い
日
が
つ
づ
き
、
 

近
所
の
公
園
で
紅
梅
が
咲
 

い
て
い
た
」
 
「
ロ
ウ
バ
イ
 

も
咲
い
て
い
る
」
「
例
年
 

よ
り
2
週
も
開
花
が
早
い
 

ら
し
い
」
「
休
み
明
け
は
 

急
に
寒
く
な
っ
た
」
 

の
も
と
で
停
滞
し
続
け
る
日
本
経
済
の
実
態
を
 

明
ら
か
に
し
、
な
ぜ
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
失
敗
し
 

た
の
か
を
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
一
言
で
い
 

う
と
「
始
動
時
か
ら
的
外
れ
」
で
す
。
 

つ
ま
り
、
“
デ
フ
レ
は
通
貨
供
給
量
の
少
な
 

さ
に
よ
る
物
価
の
持
続
的
な
下
落
で
あ
る
、
通
 

貨
を
供
給
す
れ
ば
物
価
は
上
昇
し
経
済
は
活
 

性
化
す
る
、
そ
こ
で
物
価
目
標
を
定
め
、
そ
れ
 

に
向
け
て
金
融
を
緩
和
す
れ
ば
い
い
）
ー
こ
れ
 

が
ア
ベ
ノ
I
I
、
ク
ス
の
理
論
で
す
が
、
こ
れ
は
何
 

の
根
拠
も
な
い
。
物
価
を
上
げ
て
も
経
済
が
再
 

生
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ア
 

ベ
ノ
I
I
、
ク
ス
は
財
政
の
バ
ラ
マ
キ
や
法
人
税
減
 

税
な
ど
で
累
積
債
務
を
一
方
的
に
増
大
さ
せ
国
 

民
負
担
の
増
大
を
招
く
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
は
資
 

金
の
流
れ
を
悪
く
し
て
経
済
活
動
を
萎
縮
さ
せ
 

る
、
長
期
の
金
融
緩
和
策
は
政
策
転
換
を
困
難
 

に
す
る
、
な
ど
の
弊
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
 

ア
ベ
ノ
I
I
『
ク
ス
は
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
、
と
 

詳
し
く
述
べ
ま
し
た
。
 

（
次
号
へ
続
く
）
 


